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　目的　若年と比較して、高齢者には着衣熱抵抗が均一な分布の場合と不均一な場合とで
熱的快適性に違いがみられるか、また、熱的に中立な環境とやや低温環境とで違いがみら

れるか否かを、局所不快感をも用いて検討した。
　方法　被験者は健康な女子であり、中立環境では若年者12名、高齢者8名（低温環境で

は5名）であった。実験は人工気候室で行った。実験条件は作用温度26°C （中立環境）と

23.5°C（やや低温環境）、湿度50％RH、気流速度は0. lm/s以下であった。実験服は着衣熱
抵抗の分布が異なるA, B,C,D,Eの5種（やや低温環境の高齢者はB, CDの3種）であり（着衣

熱抵抗の分布は、c:全身ほぽ均一、A:上半身は極端に小で下半身は大、D:股の位置より上
は大で下肢は極端に小、B:AとCの中間、D:CとEの中間である）、それらはほぼ0.6cloであ

る。生理的測定値として舌下温、身体14部位の皮膚温を測定した。主観評価として全身の

温冷感、快適感、局所不快感を申告させた。

　結果　舌下温にはアンサンブル間、年齢間に有意な差がほとんとみられなかった。環境
温間では高齢者のB間、C間に、若年者にはA間に有意な差がみられた。平均皮膚温はアン

サンブル間、年齢間、環境温間に有意な差がみられた。全身の温冷感、快適感ともに年齢

間に有意な差はみられなかった。しかし、中立環境でE着用時の高齢者の不快感は、温冷
感に差がみられないにもかかわらず、若年者よりも非常に大きかった。また、高齢者は若

年者に較べて局所不快感を申告した者が多く、不均一の程度が大きいほど、下肢の熱抵抗
が小さいほど多かった。
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９ 海洋曝露環境における作業用衣服の実態調査　一台湾地区漁労作業者の場合一

　　　　中橋美智子、村山雅己゛、○鄭如伶”、中村公子
　　　　　　　　　　　　　　（゛船舶蟻装晶研、”台南女技術学院）

　【目的】船舶・海洋(浮体)構造物上における労働作業には多種多様ある。しかしながら、

漁船における作業は海面近くでの作業が多く、かつ魚を取り扱うことから、暑熱下におい

ても合羽の着用がみられるなど、海洋曝露環境の特徴が作業服に現れている。すでに日本

全域にわたりその着用衣服の実態調査を試み、興味深い結果を得ているが、さらに日本に

近接している台湾地区における漁労作業者の作業(着用)衣服に関する実態調査を試みた、

手始めとして台湾における北部と南部地域の漁港において調査を行った。

　【方法】[調査対象漁港]北部(台北；基隆港)及び南部(台南；興達港、高雄；高雄港、

屏東；東港漁港、恒春；恒春漁港、栃山漁港)。[調査方法]漁業協同組合、漁労作業者

からの聞きとり、水揚げ作業時の服装観察、漁労作業者のアンケート調査。

　【結果】台湾の気候は冬においても2 0℃程度であり、温暖な気候であることから、日帰

り漁船における作業者は素足にサンダル、半ズボン、Ｔシャツである。魚を取り扱うとき

にはビニール合羽を上のみ着用するが、殆ど着用しない。日本においては、温暖地域にお

いてもズボンのみは合羽を着用する。台湾地域においての日帰り漁船作業者の衣服は普段

と変わらず、作業着の意識がない。以下に漁業別の代表作業用衣服を示す。

　[2～3日出航]肌ｼｬﾂ(長袖),ﾄﾚｰﾅｰ(長袖)､y>ﾝ'A -､合羽､ﾊﾟﾝﾂ､作業用ｽﾌﾟﾝ(ｼﾞｬｰｼﾞ)､合羽

ｽﾞﾎﾞﾝ(長靴付き),靴下(薄手)､軍手orｺﾞﾑ手袋､野球帽。[日帰り]肌ｼｬﾂ半袖､ﾄﾚｰﾄﾞ(半袖

or長袖).合羽､ﾊﾟﾝﾌ､作業用ｽﾞﾎﾞﾝ(ジャ'･/),軍手､野球帽or麦わら帽､ｻﾝﾀﾙ。ｺﾞﾑ長靴は使用

されず素足である。
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